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(1) 

 
𝑦(𝑡)

𝑥(𝑡)
= 3√

1 − 𝑡

1 + 𝑡
= 3√

2

1 + 𝑡
− 1 

2

1 + 𝑡
は − 1 < 𝑡 ≦ 1 において単調減少であるから、

𝑦(𝑡)

𝑥(𝑡)
も単調減少である。(証明終) 

 

(2) 

 𝑓(𝑡) = √{𝑥(𝑡)}2 + {𝑦(𝑡)}2 = √(1 + 𝑡)3 + 9(1 + 𝑡)2(1 − 𝑡) = (1 + 𝑡)√10 − 8𝑡 

 𝑓′(𝑡) = √10 − 8𝑡 + (1 + 𝑡) ∙
(−8)

2√10 − 8𝑡
=

10 − 8𝑡 − 4(1 + 𝑡)

√10 − 8𝑡
=

6(1 − 2𝑡)

√10 − 8𝑡
 

𝑓(𝑡)の増減は右の通りで、𝑡 =
1

2
のとき極大である。 

最大値は 𝑓 (
1

2
) =

3

2
√6 ⋯ ⋯ (答) 

 

(3) 

−1 ≦ 𝑡 ≦ 1において、𝑥(𝑡)は単調増加。 

𝑦′(𝑡) = 3√1 − 𝑡 −
3(1 + 𝑡)

2√1 − 𝑡
=

6(1 − 𝑡) − 3(1 + 𝑡)

2√1 − 𝑡
=

3(1 − 3𝑡)

2√1 − 𝑡
であるから、 

𝑦(𝑡)は − 1 ≦ 𝑡 ≦
1

3
のとき単調増加、

1

3
≦ 𝑡 ≦ 1 のとき単調減少。 

𝐶の概形は右図のようになる。 

 

𝑓(𝑡)の最大値を与える𝑃を、𝑄とする。(2)より、原点を中心として𝐷を時計回り 

に 90°回転させるとき、線分𝑂𝑄が通過する部分は、半径
3

2
√6の扇型になる。 

求める面積は、𝐷の面積と、半径
3

2
√6、中心角 90°の扇型の面積の和である。 

𝐷の面積は 

 ∫ 𝑦𝑑𝑥
2√2

0

= ∫ 𝑦
𝑑𝑥

𝑑𝑡
𝑑𝑡

1

−1

= 3 ∫ (1 + 𝑡)√1 − 𝑡 ∙
3

2
√1 − 𝑡𝑑𝑡

1

−1

=
9

2
∫ (1 + 𝑡)√1 − 𝑡2𝑑𝑡

1

−1

 

      = 9 ∫ √1 − 𝑡2𝑑𝑡
1

0

+
9

2
∫ 𝑡√1 − 𝑡2𝑑𝑡

1

−1

 

𝑡√1 − 𝑡2は奇関数であるから、∫ 𝑡√1 − 𝑡2𝑑𝑡
1

−1

= 0。∫ √1 − 𝑡2𝑑𝑡
1

0

は、半径 1 の円の面積の
1

4
に等しいから、 

求める面積は 9 ∙
𝜋

4
+

1

2
∙ (

3

2
√6)

2

∙
𝜋

2
=

9

4
𝜋 +

27

8
𝜋 =

45

8
𝜋 ⋯ ⋯ (答) 
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